
朝
鮮
蓑

海
道
蓑

州

都

天

椎

佃

の
蓑

餓

錬

後

の

褐

域

麟

nいり._蘇

萌
粘
迫
瀕
州
郡
天
紙
面
及
共
の
附
近
の
オ
ル
ド
ヰ
ス

紀
の
ポ
炭
岩
中
に
は
葵
銭
鶴
よ
-
優

つ
ね
褐
戟
鶴
の
鋸

戊
が
黙
々
と
し
て
散
ら
ば
っ
て
居
る
O
此
の
鶴
床
に
褐
銭

覇
の
暇
像
が
凍
す
る
叫
は
比
に
相
即
現
物
誌
に
]記:
械
n

れ
カ
越
で
あ
る
が
'
ゴーと
近
中
村
北
錐
及
線
で
同
地
方
の

地
餌
の
研
究
に
従
印
し
て
揺
ら
れ
た
坪
錐
竹
tiS
中

一
氏

は
内
橋
旦
井
州
助
川
で
此
の
鮎
‖冊
を
多
倣
採
基
さ
れ
た

此
の
淳
品
は
内
部
迄
･:..j
令
に
褐
蛾
鶴
に
嘩
化
し
て
居

タ
t
a
()0
0
)
及

C(
2
)0)
を
主
面
と
し
て
之
に
狭

い

d
(
I
L
O)
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(
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(
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.
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43
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,
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.
n
(
2
L
t
)
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bi
m
(
7
2
2
)

等
の
両
を
作

ふ
も

の

で
此
等
の
譜
面
は
節

一
間
の
綜
(
;
ス
テ
レ
オ
殻
影
問
に

示
し
て
あ
る
｡
此
越
に
興
味
あ
る
印
は
'
井
の

コ
ム
ビ

ネ

ー
シ
ョ
ン
が
米
に
多
様
な
叫
で
､
三

:C
七
十
筒
の
試

朝
群
発
砧
滋
野
州

邦
夫
杜
仲

の東銀
銀
線

の
柵
撤

蚊
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節

鮮
二
十

一
巻

†
～
＼

鮮
六
統

監

四

五
六

料
に
就
い
て
第

一
未
は
掲
げ
た
横
に
二
十
二
種
を

数

へ
春
光
｡
第
二
問
は
其
の
数
例
を
示
し
カ
の
で

あ
る
が
'
伸
に
於
で
a
と
e
の
覆
す
稜
が
轡
曲
し

て
居
る
の
は
孔
が
非
常
は
指
数
の
大
き
い
偏
菱
形

二
十
四
両
鰭
は
在
っ
て
居
･Ja
t
此
れ
が
次
第
に
他

の
二
瓶
と
の
切
-l
合
弘
を
減
じ
て
行
-
馬
め
で
あ

る
0試
料
三
官
七
十
債
に
就
い
て
コ
ム
ビ
ネ
-
･b
ヨ

ン
の
同
じ
79
の
を
逮
分
け
て
'
百
分
率
を
求
め
て

見
る
と
第
二
表
の
様
で
あ
る
｡

Corpbination % Number

aのみ 0.5 2

eのみ 5.2 19

a+e 67.0 248

a十0 0.6 2

a+o+da及e両或はそのいづれか一方 を車両 とし此れにm,n,0,a,p,D,ど,也串 を件ふ もの 0.3 1

26.5 98

100 370
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壁
晶
は

e
を
主
両
と
し
た
結
晶
に
澱
も
普
通
は
見
ら

れ
t

o
を
饗
晶
両
と
し
た
透
入
集
晶
で
あ
る
.

(
第
二

図
0
)
終
身
に
和
枚
関
を
賜
っ
た
於
原
先
生
､
模
本
h
l貸
輿

さ
れ
且
種
々
御
致
示
に
興
っ
た
中
村
先
生
及
び
竹
原
平

1
氏
に
探
-
威
謝
の
意
を
表
す
る
0(昭
利
九
年
三
月
廿
三
日
)

備

後

の

名

勝

下

面

鐸

峡

目

次

概

放

て

地
形

二
'
地
封

備
後
の
名
跡
下
帝
粋
鵬

各

課
青

野

益

見

-
･
永
新
の
仙
鵬
へ
叫
‥
御
神
器

竪

hJ

五
七


